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エルミック・ウェスコム株式会社との業務・資本提携に関するお知らせ 

 

 当社は、組込みシステム市場における相互の事業拡張を目的として、エルミック・ウェスコム株式

会社（東証マザーズ上場、証券コード４７７０、以下「エルミック・ウェスコム」といいます）と業

務・資本提携に関する合意をいたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業務・資本提携の理由 

当社は、次世代ネットワーク(NGN: Next Generation Network)関連機器やホームネットワーク

(DLNA: Digital Living Network Alliance)関連機器などの組込み機器開発で重要となるミドルウ

ェアライブラリを豊富に所有しています。一方、エルミック・ウェスコムも実績の豊富なミドルウ

ェアライブラリを多数所有し、またそれらを応用した通信ボードなどハードウェアの製造・販売も

行っています。 

組込み機器開発ではミドルウェア群の「組合せでの動作が保証されている」ことが重要になりま

す。今回の第一の提携効果は、両社のミドルウェアライブラリを組合せた動作保証を協調して行う

ことで市場での信頼を向上させることにあります。また、当社所有のネットワークや画像配信関係

のライブラリと、エルミック・ウェスコム所有の通信プロトコルやセキュリティ関連のライブラリ

をパッケージ販売する効果も期待できます。 

さらに、エルミック・ウェスコムはアプリケーションソフトウェア開発の実績も豊富であり、今

回の提携による技術交流を重ねることで、両社の顧客基盤に対しライブラリ提供からソフトウェア

開発、ハードウェア開発に渡る複合的なサポート提供が可能となります。 

 

２．業務・資本提携の内容 

（１）業務提携の内容 

 ①ミドルウェアライブラリの相互供給・パッケージ化 

②ソフトウェア開発サポート業務（インテグレーション・サービス）での技術協力・連携 

③ハードウェア開発・販売における協力・連携 

 

（２）資本提携の内容 

   当社は、エルミック・ウェスコムとの信頼・協力関係を深め、提携関係をより強固なものとす

るため、同社の株主である代表取締役社長村島一彌氏及び個人株主３名が保有する株式の合計

1,492,240 株を取得します。これにより、当社は、エルミック・ウェスコムの筆頭株主（持株比

率27.61％）となり、同社は当社の持分法適用関連会社となります。 

  （取得株式数及び取得前後の所有株式の状況） 

   ①異動前の所有株式数     0株 

   ②取得株式数  1,492,240株 

   ③異動後の所有株式数 1,492,240株（持株比率27.61％） 



（３）人的関係 

 当社は、平成20年６月26日開催予定のエルミック・ウェスコム定時株主総会において、取締

役２名の選任を付議する予定です。また、その内１名は代表取締役社長に選任して頂く予定です。 

  代表取締役社長候補者 嶋内 敏博（当社専務取締役） 

  取締役候補者     朝倉 尉 （当社SoC事業部 事業部長代理）  

 

３．エルミック・ウェスコムの概要 

（１）商 号 エルミック・ウェスコム株式会社 

（２）代 表 者 代表取締役社長 村島一彌 

（３）本店所在地 神奈川県横浜市中区太田町六丁目84番地２ 

（４）設立年月日 昭和52年４月30日 

（５）事 業 内 容 通信制御機器ハードウェアの製造・販売、ソフトウェアの開発・卸売 

（６）資 本 金 1,202百万円 

（７）売 上 高 1,733百万円（平成20年３月期） 

（８）従 業 員 数 133名（平成20年３月31日現在） 

 

４．日程 

  平成20年５月22日 業務提携に関する合意書、株式譲渡契約書の締結 

  平成20年６月上旬  当社によるエルミック・ウェスコム株式の取得 
  平成20年６月26日 エルミック・ウェスコム定時株主総会における取締役選任 
 
５．今後の見通し 

上記提携により、中長期的には事業拡張による業績の向上が見込まれますが、今後の業績への影

響につきましては、提携の進捗に応じて業績予想に織り込んでまいります。なお、当期の当社業績

（連結・単体）に与える影響は軽微であります。 
 

以 上 


